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空
中
窒
素
の
利
用
問
題

植

物

の

栄

養

本
論
に
入
る
前
に
少
し
〈
植
物
の
柴
蓑
に
就
て
申
し
主
げ
ま

寸
曹

O
植
物
を
養
ふ
に
は
柴
養
物
が
入
用
で
ゐ
る
事
は
唯
れ
も
知
っ

て
居
る
事
で
あ
ち
ま
す
が
此
柴
養
物
は
楠
φ
雑
多
で
あ
り
ま

し
て
質
に
敷
が
多
い
の
で
ゐ
り
ま
す
而
し
其
柴
養
物
の
中
に

あ
る
元
素
の
輔
類
に
し
ま
す
ご
割
合
に
簡
軍
で
即
ち
水
索
、

酸
素
、
窒
素
、
加
里
、
燐
、
晶
p
p
u
v

ク
ム
、
硫
黄
、
臓
・

苦
土
、
炭
素
@
十
元
素
で
此
外
疑
問
ざ
な
っ
て
居
る
の
が
椛

素
、
蝿
素
.
ソ
タ
ク
ム
、

?
y
d
N
Y
で
あ
り
ま
す
.
植
物
は

之
等
の
必
要
な
一
冗
棄
を
空
気
中
か
ら
既
取
し
叉
土
壌
中
か
ら

ざ
る
の
で
あ

b
ま
す
「
グ
ノ
ツ
プ
」
氏
に
依
h
v
ま
す
ご
植
物

の
平
均
成
分
は

炭
素
四
五
持
、
酸
素
四
二
%
、
水
素
六
、
五
折
、
窒
素
一
、

五

μ‘
友
R
T
玉、

O
，
防
芭
云
ふ
事
で
ゐ
b
ま
し
て
植
物
の
成

R
7
は
貨
に
大
部
分
は
表
素
ご
酸
素
さ
よ
り
出
来

τ居
る
の
で

大

杉

あ
り
ま
す
、
而
し
水
素
、
窒
素
及
積
物
成
分
色
分
量
は
少
い

の
で
す
が
捕
物
を
形
成
す
る
に
は
是
非
な
〈
て
な
ら
ん
の
で

あ
り
ま
す
。
友
分
の
分
量
は
卒
均
的
に
申
し
ま
す
ま
既
に
申

し
た
様
で
あ
り
ま
す
が
少
し
二
三
の
例
に
つ
い
て
〈
わ
し
〈

申
し
ま
す
ま
次
の
様
で
あ
り
ま
す
。

河

曽

農

事

博

士

繁

母

草署

言説

日
、
泊
。

4
叫
に

刊

れ

や

、

泊

中

岡

ド

ぞ

か

や

ep

池利悩叩門同・句。。・
mN4

。・。。。
-
O
H
O
-
】0
0
・0ω

。・凶山田

楠
山
(
}
・
ω
句。・
C
斗。・
0ω

。・
0
H

。・。
ω

。・。。
ω
。・。。。・。。
H

ふ
d

州
明

H
・∞。。・
2
。-
E
0
・0
旬
。
-
E

。・
8

0

・念。・
c
c
u

辿

れ

凶

同

ω-H
串】・一。。・一⑦凶。・】
ω

。・】斗

1

1

0
・u
。。・。
ω

hm器
棚

ω
・4
U
F
∞句。・
0
∞。・
3

0

・

=0・0ω
。・
ω
∞
。
・
さ

やし苛
λ
い

u
p
o
m
N
ω
-
q
吋。・
u
∞。・∞品。・凶一目。・
0ω

。-
U
0
0
・hMM
W

部

同

ω
・
お
と
∞
。
・

ε
。・
5

0

・5

。-
s
o
-
s
o
-
c
u

誌
作
情
柑
。
・
A
}

∞。・旬。。・戸
C

0
・0m-
。・。品。・
ω
ω
H
・HA
炉。・
0]{

斯
様
に
轍
物
の
精
類
に
依
b
ま
し

τ友
aw
の
量
は
相
違
し
ま

す
が
而
し
何
れ
の
植
物
に
も
相
官
の
友
分
の
あ
る
事
は
必
要

g雄
日



で
あ
り
ま
す
。

右
様
に
植
物
は
炭
素
.
水
素
、
酸
素
、
窒
素
、
灰
分
が
必
要

で
あ
り
ま
す
が
、
之
れ
を
ぎ
こ
か
ら
取
っ
て
居
る
か
さ
申
し

ま
す
さ
.
空
気
射
さ
土
壇
中
か
ら
取
っ
て
居
り
ま
す
。
即
ち

植
物
は
日
中
は
空
気
中
の
茨
酸
瓦
斯
を
取
り
ま
し
て
こ
の
炭

素
を
原
料
に
し
℃
有
機
物
を
作
り
ま
す
。
酸
素
は
水
を
吸
牧

す
る
事
芭
夜
間
の
呼
毘
作
用
に
依
っ
て
取
っ
て
居
り
ま
す
。

水
素
は
水
を
吸
牧
す
れ
ば
自
然
に
植
物
体
内
に
入
る
の
で
ゐ

b
ま
す
。
残
り
の
窒
素
吉
灰
分
は
全
部
を
土
壌
中
か
ら
取
る

の
で
ゐ
り
ま
す
。
最
事
責
科
植
物
は
後
ち
に
御
話
し
し
ま
す

様
に
答
集
中
に
津
山
ゐ
り
ま
す
慮
の
遊
離
寧
一
素
を
取
り
ま
す

が
、
之
れ
は
例
外
の
場
合
で
普
、
通
に
は
植
物
は
窒
棄
を
土
填

申
か
ら
取
っ

τ居
り
会
A
V
O

故
に
此
土
壌
が
此
の
養
分
を
供

給
す
る
難
易
多
少
に
依
h
ま
し
て
土
填
の
良
否
が
侍
れ
ま
す

の
で
今
二
三
の
土
焼
に
就
て
右
護
持
が
ざ
の
枕
あ
る
か
を
見

ま

τの
に
次
の
慌
に
な
b
ま
す
。
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反
歩
の
土
壊
の
重
量
を
二
高
貫
(
一
反
六
纏
の
深
ヨ
)

芭
す
れ
ば
上
記
各
土
漉
中
の
窒
素
燐
酸
、
加
里
の
合
量
は

次
の
様
で
あ
り
ま
す
。
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燐
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右
の
要
求
量
を
先
き
に
御
話
し
た
土
壌
の
中
の
合
量
に
比
し

ま
す
と
土
壌
中
の
務
分
は
非
常
に
多
量
で
あ
り
ま
す
か
ら
能

〈
無
肥
量
で
作
り
得
る
棋
に
考
へ
官
れ
ま
す
が
寅
際
は
右
の

土
鳩
山
成
分
は
合
有
毒
舟
ゆ
全
部
で
あ
り
ま
し
て
之
れ
が
全

部
植
物
に
既
牧
せ
ら
る
h

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.
其
一
一
部
券

が
作
物
に
民
牧
せ
ら
れ
ま
す
の
で
之
れ
を
土
壌
の
可
殴
態
養

舟
さ
申
し
ま
す
。
こ
の
可
既
態
饗
分
の
量
は
土
質
、
気
候
、

作
物
の
頼
類
に
依
り
ま
し
て
相
違
が
ゐ
り
ま
ず
か
ら
一
定
の

叡
字
は
元
よ
り
皐
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
多
〈
の
試
験
の
結
果
大

体
窒
素
は
会
窒
素
の
て
六

l
ニ
折
、
燐
酸
は
全
焼
酸
の

0
.

一一一

l
一
、
六
%
、
加
里
は
斯
様
な
敷
字
が
あ
り
ま
せ
ん
が
燐

酸
の
場
合
よ
り
可
既
寧
が
少
し
高
い
さ
云
ふ
事
に
な
っ
て
居

b
去
す
。

右
の
可
民
事
を
会
養
分
に
か
げ
合
せ
ま
し
て
作
物
の
要
求
量

に
比
較
致
し
去
す
吉
、
多
〈
の
場
合
作
物
は
土
填
の
供
給
量

で
は
養
分
が
足
り
ま
せ
ん
の
で
あ
b
，
ま
す
。
叉
土
域
の
養
分

供
給
量
は
右
の
土
壊
中
の
合
量
の
外
に
天
然
の
作
用
を
受
け

二
八

て
色
々
の
情
長
が
あ
り
ま
す
o
疎
に
智
一
素
に
於
て
此
閥
係
が

著
し
い
の
で
あ

b
ま
し
て
、
即
も
害
一
素
は
空
中
か
ら
ア

Y

毛

品
ヤ
或
は
硝
酸
を
降
雨
‘
降
雪
の
際
に
得
て
居
ち
ま
す
。
此

の
量
は
所
に
依

hτ
相
違
が
あ
り
ま
す
が
.
東
京
駒
場
の
農

科
大
串
で
は
一
反
一
年
間
に
四
百
十
九
見
の
窒
棄
が
空

気
中
か
ら
土
鍋
中
に
来
る
ご
云
ふ
事
に
な
っ
て
居
り
去
す
。

此
中
ア
ン
屯
品
ヤ
が
三
百
六
十
七
匁
、
硝
酸
が
五
十
4

・
匁
に

な
っ
て
居

h
，
ま
す
。
盛
岡
で
悲
の
試
験
心
た
成
績
に
依
り
ま

す
ご
十
二
月
よ
り
一
二
月
末
日
の
降
雪
中
に
、
一
反
民
劃
し
ア

シ
毛
田
一
a

ヤ
性
窒
素
四
十
八
匁
、
硝
酸
性
富
一
素
が
三
十
八
匁
、

合
計
八
十
凶
匁
芭
な
っ
て
居
り
去
す
G

此
外
土
壌
中
で
窒
素

は
「
ア
ゾ
ト
〆
グ
テ
リ
ア
L

の
作
用
で
幾
砂
空
中
窒
素
を
取

り
止
す
。
斯
様
に
取
る
外
に
ア
シ
毛
ニ
ヤ
及
び
硝
酸
さ
し
て

揮
脅
し
た

b
涜
れ
た
り
し
て
損
失
致
し
ま
す
。
燐
酸
や
加
里

は
空
中
か
ら
来
る
事
は
な
〈
土
壌
中
で
損
失
す
る
の
み
で
あ

り
ま
す
。
土
域
中
で
養
分
が
流
れ
去
る
事
は
養
分
経
済
上
大

切
な
事
で
あ
り
ま

ιて
外
固
で
は
「
ラ
イ
ジ
メ
ー
タ
ー
」
さ

云
ふ
も
の
を
用
。
ま
し
て
盛
ん
に
試
験
し
て
居
り
ま
す
の
で

あ
り
ま
す
。
水
固
に
於
て
は
多
量
の
水
を
濯
概
水
ご
し
ナ
用

ひ
ま
ず
か
ら
之
れ
に
依
る
養
升
の
消
長
を
研
究
す
る
の
は
大

切
な
事
で
ゐ
ち
ま
し
て
私
・
も
-
昨
年
末
少
し
〈
桝
究

L
τ
居



る
の
で
あ
り
ま
す
。

耕
地
の
養
升
の
天
然
供
給
量
は
叉
所
簡
生
理
的
試
験
を
や
っ

で
ち
砂
明
し
ま
す
。
即
も
無
肥
料
、
無
窒
素
.
無
燐
酸
、
無

加
里
で
作
物
を
作
ち
ま
し

τ出
来
た
牧
穫
物
の
三
成
品
川
の
合

量
を
見
ま
し
て
無
窒
素
直
の
宰
一素
の
債
か
ら
無
肥
料
匿
の
窒

素
の
債
を
、
無
燐
酸
直
の
燐
酸
の
債
よ
り
無
肥
料
匝
の
燐
酸

の
債
.
無
加
里
匿
の
加
里
の
帽
円
か
ら
無
肥
料
匿
の
加
里
の
量

を
引
き
ま
し
て
夏
ら
に
苗
叉
は
積
子
中
の
畳
を
引
り
ば
天
然

供
給
量
に
な
り
ま
す
。
右
の
醇
酬
は
じ
て
計
算
し
た
結
果
を
反

営
に
し
ま
す
の
で
あ
り
ま
す
。
今
去
幾
内
支
場
の
得
た
結
果

を
見
去
す
さ
次
の
様
で
あ

b
ま
す
。
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凶

天
然
の
供
給
量
は
全
様
で
あ
り
ま
し
て
土
地
作
物
に
依
っ
て

供
給
量
に
相
違
は
あ
り
ま
す
が
.
常
に
天
然
供
給
量
だ
り
で

は
作
物
を
饗
ふ
に
は
不
足
し
て
居
り
ま
す
の
で
あ
り
ま
す
0

.
借
て
右
三
成
分
の
外
の
蓑
舟
は

Z
申
し
ま
す
古
石
灰
は
時
に

不
足
す
る
事
が
ゐ
り
ま
す
が
外
の
養
舟
は
常
に
海
山
に
あ
り

ま
す
、
此
の
揮
山
あ
る
養
分
を
以
て
不
足
し
て
居
る
三
成
品
川

の
代
用
が
出
来
ま
す
さ
大
襲
都
合
が
宜
難
し
い
の
で
あ
b
ま

宇
が
、
作
物
の
牧
量
は
「
ヲ

1
ピ
ツ
ヒ
L
氏
内
最
少
養
分
率
ご

云
ム
法
則
に
依
っ
て
即
も

一
番
少
な
い
養
分
に
相
官
す
る
だ

げ
の
牧
量
が
得
ら
れ
ま
す
の
で
、
右
の
模
な
代
用
は
由
来
ま

せ
ん
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
吾
々
は
肥
料
ご
し
て
右
ご
一
成

努
を
供
給
す
る
事
に
な
り
ま
す
の
で
あ
ち
ま
す
。

窒
素
問
題
の
由
来

情

τ農
業
が
集
約
に
な
ち
ま
す
れ
ば
な
る
ほ
ど
右
申
じ
た
肥

料
の
施
用
量
も
増
加
せ

g
る
誇
に
は
い
か
ん
の
で
あ
り
ま
す

品
種
改
良
其
他
色
々
の
栽
培
法
の
改
良
に
依
ゐ
ま
し
て
反
嘗

牧
量
の
増
加
を
来
す
場
合
常
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
買
に

肥
料
の
使
用
量
の
増
加
さ
云
ふ
問
題
で
あ
り
ま
す
。
此
の
作

物
の
柴
養
で
あ
る
慮
の
肥
料
の
供
給
を
忘
れ
て
軍
に
他
の
方

面
の
み
の
改
良
に
依
っ
て
牧
穫
を
増
加
ヨ
せ
標
定
す
る
の
は

到
底
不
可
能
事
で
あ
る
の
み
な
ら
令
.
使
ち
に
肥
料
む
慣
格

は
暴
騰
し
ま
し
で
到
底
農
業
は
経
梼
的
に
引
合
は
な
い
さ
云

ふ
結
果
に
陥
入
り
ま
す
。
き
れ
ば
他
の
諸
般
の
改
良
法
を
研

究
す
る
芭
同
時
に
.
常
に
従
っ
て
増
加
す
可
き
肥
料
の
需
要

に
劃
す
る
供
給
に
就
て
考
慮
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ん
の
で
あ

b

ま
す
。
吾
固
に
於
て
明
治
昔
年
の
初
め
に
農
畢
枝
が
出
来
、

二
丸



農
事
試
験
場
が
設
立
せ
ら
れ
ま
し
で
色
や
農
業
技
術
が
準
歩

改
良
せ
ら
れ
た
結
果
さ
し
て
、
反
嘗
の
牧
量
は
著
し
〈
増
加

し
、
叉
田
畑
の
利
用
も
非
常
に
集
約
に
な
っ
て
来
て
居
り
ま

す
が
、
同
時
に
肥
料
の
使
用
量
も
震
に
驚
〈
可
き
増
加
を
示

し
て
居
り
ま
す
。
即
も
以
前
に
は
主
さ
し
て
人
糞
尿
、
米
棟
、

魚
肥
、
木
友
吉
一
冨
ふ
様
な
農
家
自
ら
が
生
産
す
る
肥
料
を
用

ひ
て
所
謂
自
給
自
足
の
扶
態
で
ゐ
っ
た
の
が
e
A
T
や
内
地
に

於
て
も
海
山
の
大
き
な
肥
料
曾
粧
が
出
来
ま
し
て
穏
々
の
肥

料
の
生
産
を
や
・
っ
て
居
り
ま
す
し
、
叉
諸
外
国
か
ら
年
々
輸

入
し
て
居
る
額
は
買
に
非
常
な
傾
に
上
っ
て
居
る
の
で
あ
-b

ふ
晶
ナ
ヲ
C

'
即
も
大
正
九
年
度
の
統
計
に
依
り
ま
す
芝
、
肥
料
の
綿
使
用

額
が
六
億
八
千
回
で
ゐ
h
y
ま
し

τ、
内
販
責
肥
料
が
三
億
六

千
回
、
自
給
肥
料
が
奉
億
高
圃
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
販
貰

肥
料
の
主
な
る
も
の
も
の
は
大
豆
粕
、
過
燐
酸
、
硫
酸
ア
ジ

毛
ユ
ャ
、
燐
噴
石
、
智
利
硝
石
で
あ
b
ま
し
て
.
大
豆
粕
が

萱
億
六
千
七
百
高
園
、
遁
燐
酸
石
友
以
下
の
諸
種
の
阪
貿
肥

料
が
鉱
億
武
千
高
回
以
上
に
遣
し
て
居
り
ま
し
て
、
内
外
岡

・

か
ら
輸
入
し
ま
す
の
は
大
豆
粕
の
萱
館
書
千
高
園
を
筆
頭
に

し
ま

L
て
硫
酸
ア
ン
宅
品
ヤ
武
千
高
園
、
智
利
硝
石
千
五
百

寓
園
等
に
な
っ
で
居
り
ま
す
。

。

自
紺
肥
料
の
主
な
る
も
の
は
萱
億
費
千
武
百
高
固
の
人
糞
尿

を
筆
頭
に
し
ま
し
て
堆
肥
、
厩
肥
の
合
軒
萱
億
奉
千
五
百
高

園
緑
肥
の
五
千
晶
君
百
高
固
定
云
ふ
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

兎
に
角
六
億
八
千
高
園
以
上
の
肥
料
を
年
々
消
費
す
る
事
は

質
に
鷲
〈
可
き
事
?
之
れ
を
明
治
廿
年
頃
の
轍
入
肥
料
二
十

五
高
園
、
三
十
年
四
百
高
圏
、
四
十
年
四
千
高
固
現
時
は
約

武
億
凶
千
高
閣
芭
云
ふ
事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
.
誕
の

増
加
の
念
速
な
の
に
驚
か
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

借
而
作
物
を
栽
培
す
る
に
際
し
ま
し
て
以
上
の
様
に
多
額
の

肥
料
を
施
用
し
ま
す
の
は
直
接
K
間
接
に
作
物
の
養
分
を
供

給
す
る
の
で
ゐ

b
ま
す
が
其
饗
分
芭
し
て
は
窒
素
、
燐
酸
、

加
里
及
石
炭
E
云
ふ
事
に
な
っ
て
居
b
ま
す
。
而
し

τ寅
際

肥
料
ざ
し
て
高
債
な
の
は
窒
素
、
焼
酸
、
加
里
の
三
成
分
で

あ
市
ま
す
。
叉
此
三
成
n
T
の
中
で
も
腺
に
窒
素
が
大
切
な
の

で
前
記
の
六
億
八
千
高
園
の
肥
料
の
中
で
も
大
部
分
は
窒
素

肥
料
で
あ
り
ま
す
。
即
も
前
に
掲
げ
た
中
で
最
も
多
額
を
占

め
て
居
る
所
の
大
豆
粕
、
人
糞
尿
、
堆
肥
、
緑
肥
、
硫
安
、

硝
石
等
皆
な
窒
素
肥
料
で
あ
り
ま
し

τ、
斯
様
仁
多
額
の
窒

素
肥
料
を
用
ゐ
て
居
り
ま
す
が
之
れ
を
会
耕
地
に
平
均
し

ま
す
ま
民
営
-
貫
に
も
歪
ら
ん
の
で
、
普
通
の
遁
量
ご
せ
ら
・

る
h

反
嘗
ニ
貫
目
に
比
し
ま
す
芭
ま

r字
分
に
も
及
ば
ん
の



， 

で
あ
り
ま
し
℃
略
家
ま

r
f
k増
加
の
録
地
が
揮
山
ゐ
り
ま

す
。
斯
様
仁
窒
素
肥
料
は
他
の
肥
料
に
比
し
て
非
常
に
大
切

で
ゐ
b
ま
す
か
ら
、
始
め
か
ら
他
の
成
分
よ
り
高
債
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
其
使
用
量
が
増
す
に
従
ひ
ま
し
て
非
常

に
此
債
の
制
合
も
増
し
て
来
て
居

b
ま
す
。
最
も
全
じ
〈
窒

棄
さ
申
し
ま
し
て
ち
色
々
の
輔
類
が
あ
り
ま
し
て
、
其
債
格

が
相
異
し
て
居
り
ま
す
。
燐
酸
に
就
て
も
全
様
で
ゐ
り
ま
す

が
.
卒
均
的
に
申
し
ま
し
て
常
に
窒
素
の
方
が
高
〈
此
差
異

が
段
々
烈
し
〈
な
っ
て
来
て
居
り
ま
す
。
即
も
明
治
二
十
八

年
に
は
燐
酸
一
に
劃
し
窒
素
一
一
・
回
全
三
十
二
年
に
は
窒
素

は
高
〈
な
っ
て
二
・
七
全
一
一
一
十
六
年
に
は
ア
Y

毛
品
ア
態
で

-一一・

O
硝
酸
態
三
・
七
有
機
態
で
五
・
O
昨
今
で
は
ア
シ
毛

品
ア
態
で
一
=
・
五
位
に
な
っ
て
居
h
v
ま
す
。

右
の
様
に
多
額
の
使
用
肥
料
の
内
で
大
部
舟
は
窒
素
肥
料
で

あ
り
且
つ
叉
其
軍
債
も
年
々
著
し
〈
増
加
し
て
奉
ま
す
か
ら

農
業
に
於
て
は
一
般
に
肥
料
の
供
給
に
就
て
考
慮
し
な
り
れ

ば
な
ら
ん
の
で
あ

p
ま
す
が
、
殊
に
此
窒
素
問
題
を
異
先
き

に
考
へ
な
げ
れ
ば
な
ら
ん
の
で
あ
b
ま
す
。
殊
に
之
れ
は
経

済
問
題
の
み
で
な
〈
鞍
や
さ
し
て
増
加
す
る
人
ロ
に
劃
し
て

の
食
糧
問
題
解
決
の
上
か
ら
見
ま
も
て
も
多
額
の
食
糧
生
産

に
必
要
な
肥
料
、
殊
に
窒
素
肥
料
が
克
停
に
あ
る
お
否
や
さ

一
耳
ふ
事
は
質
に
相
費
的
の
廉
否
の
問
題
で
な
く
て
範
費
的
の

問
題
で
あ
り
ま
す
。

窒

素

の

給

源

以
上
の
様
に
年
さ
共
に
騒
々
ご
し
て
増
し
て
桁
〈
慮
の
窒
素

の
給
源
に
就
て
考
へ
て
見
ま
す
ま
主
な
る
も
の
は
人
糞
尿
、

堆
肥
、
厩
肥
.
大
豆
粕
及
其
の
他
の
粕
類
井
ぴ
に
硫
安
、
智

利
硝
石
、
総
肥
及
び
後
に
御
蹄
し
し
ま
す
慮
の
空
中
窒
棄
を

利
用
し
て
作
っ
た
石
友
窒
素
其
他
の
化
串
肥
料
で
あ
b
ま

L

て
、
今
果
し
℃
之
等
の
供
給
が
永
〈
非
常
に
増
加
し
て
行
〈

窒
棄
の
需
要
を
充
た
し
得
る
や
否
や
を
少
し
〈
考
察
し
℃
見

ま
す
。

λ 

糞

尿

人
糞
尿
は
前
に
御
館
し
し
ま
し
た
如
(
、
現
今
に
於
て
年
々

鹿
島
億
高
回
以
上
の
生
産
が
あ
り
ま
し
て
殊
に
我
圃
に
於
て
は

古
富
市
之
れ
を
使
用
し
て
居
り
ま
す
関
係
か
ら
其
使
用
法
も
極

め

τ巧
妙
で
ゐ

h
ま
し
て
恰
度
欧
測
各
固
に
於
て
家
畜
の
糞

尿
の
な
い
農
業
は
農
業
に
非
予
定
云
っ
て
之
を
貴
重
し
て
居

b
ま
す
様
に
、
五
口
闘
の
農
業
も
現
今
の
慮
で
は
入
糞
尿
な
り

れ
ば
農
業
は
成
立

L
ま
い
さ
思
は
れ
る
位
大
切
な
も
の
で
あ

ふ



b
ま
す
。
而
し
此
生
産
の
方
h
z
考
へ

τ見
ま
す
さ
元
よ

b
之

れ
は
人
聞
の
カ
で
生
産
し
ま
す
の
で
ゐ
b
ま
す
か
ら
.
人
口

が
急
に
増
加
し
な
い
以
上
急
に
こ
の
生
産
を
増
加
す
る
事
は

不
可
能
で
あ
b
ま
す
。
調
査
に
依

b
ま
宇
古
平
均
一
人
一
年

に
就
き
二
石
内
外
の
人
糞
尿
を
生
産
致
し
ま
ず
か
ら
、
年
々

七
八
十
高
の
人
口
が
増
加
し
℃
行
〈
以
上
之
に
相
嘗
す
る
人

糞
尿
の
増
加
は
あ
り
ま
す
が
、
耐
し
之
れ
を
以
て
水
〈
窒
素

の
需
要
を
充
花
す
事
は
出
来
な
い
の
で
ゐ
h
ま
す
。
殊
に
延

年
農
村
の
子
弟
が
段
々
農
業
を
い
さ
ふ
傾
向
が
あ
る
様
で
此

原
因
は
元
よ
り
色
ゃ
の
原
因
が
ゐ
り
ま
し
ゃ
う
が
一
つ
は
き

た
な
い
人
糞
尿
を
使
用
す
る
事
も
一
原
因
の
様
に
な
っ
て
居

b
ま
す
。
依
て
巾
に
は
日
本
で
人
糞
尿
使
用
を
膚
止
し
な
い

以
上
は
日
本
の
農
業
は
表
白
し
て
し
ま
う
さ
云
ふ
様
な
議
論

を
す
る
向
色
ゐ
り
ま
す
が
、
之
れ
は
思
は
ぎ
る
込
甚
し
い
も

の
で
現
今
で
さ
へ
索
億
高
周
以
主
に
相
常
す
る
も
の
を
只

r

捨
て
る
の
み
か
之
れ
を
農
業
家
が
使
用
し
な
い
以
上
之
れ
を

所
介
す
る
に
は
莫
大
の
金
が
入
用
て
ゐ
っ
て
つ
ま
り
一
暴
雨

損
で
ゐ
・
り
ま
す
。

此
の
事
は
亜
米
利
加
の
土
壌
肥
料
歯
学
界
の
泰
キ
キ

Y

グ
氏
が

令
つ
ご
昔
し
東
洋
の
農
事
誠
事
乞
や
っ
て
鯖
闘
し
た
後
に
東

洋
て
人
糞
尿
全
農
家
が
盛
に
使
用
す
る
の
ケ
見
て
‘
大
に
戚

• 

心
し
て
其
著
書
に
も
西
洋
の
農
家
は
大
切
な
肥
料
n
?
を
徒
ら

に
河
海
に
流
し
て
居
る
さ
云
ふ
て
盛
に
皮
肉
交
b
の
警
告
を

脅
し
て
居
り
ま
す
。
而
し
世
の
中
が
段
々
襲
化
し

τ行
〈
以

上
農
家
だ
り
嘗
習
を
守
つ
で
居
る
さ
云
ふ
の
は
金
ぐ
間
違
っ

た
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
人
糞
尿
使
用
法
に
就
て
も
従
来
の

方
法
を
其
僅
慣
用
し
て
居
る
芭
云
ふ
事
は
如
何
な
も
の
で
ゐ

b
ま
す
か
.
家
畜
糞
尿
吉
雄
も
人
糞
尿
吉
一
克
来
大
同
少
異
の

も
の
で
ゐ
h
v
ま
す
が
、
其
使
用
法
宜
し
き
を
得
れ
ば
こ
そ
別

に
之
れ
に
劃
し
て
嫌
悪
す
る
さ
云
ふ
様
な
事
も
な
い
の
で
あ

b
ま
す
。
吾
が
閣
に
於
て
も
取
扱
ふ
に
は
な
る
可
く
器
械
に

依
る
さ
が
、
捜
形
し
て
外
観
を
宜
し
〈
す
る
さ
か
何
芭
か
し

な
い
さ
賞
際
青
年
の
人
た
ち
は
所
謂
糞
い
ぢ
ち
は
困
る
て
云

ふ
事
か
ら
、
ひ
い

τ農
業
を
嫌
ふ
さ
云
ふ
嗣
係
に
な
ら
ん
ま

も
限
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
。
一
部
論
者
の
如
〈
人
糞
尿
膚
止

論
の
如
き
は
思
は

g
る
ち
甚
し
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
而
し

嘗
習
の
ま
、
a

弔
ー
や
っ
て
特
く
ま
云
ふ
の
も
ぜ
う
云
ふ
も
の
か

さ
思
は
れ
ま
す
。
叉
大
都
曾
に
於
て
は
人
糞
尿
の
慮
分
に
就

て
大
盤
こ
ま
っ
て
居
り
ま
し

τ現
に
東
京
市
の
如
き
も
多
額

，
の
経
費
を
つ
か
つ
て
下
水
さ
共
民
所
分
し
て
、
相
常
清
浮
に

し
て
液
部
は
川
に
固
形
品
川
は
遠
く
海
に
運
搬
し
て
捨
て
る
さ

云
ふ
方
法
で
・
第
一
期
事
業
ご
し
て
下
谷
、
浅
草
匿
の
部
は



ご
一
河
島
に
大
き
な
段
備
を
し
ま
し
て
本
存
四
月
一
日
か
ら
質

際
や
っ
て
居
り
ま
す
が
.
貨
は
一
方
区
多
額
ゆ
経
費
を
つ
か

い
一
方
に
貴
重
な
成
分
を
損
失
す
る
の
で
馬
鹿
げ
た
事
で
あ

b
ま
す
が
、
ぜ
う
も
場
所
の
閥
係
上
致
し
方
は
な
い
様
で
あ

b
ま
す
。
三
河
島
で
分
離
し
た
械
部
も
濯
概
水

ε
Lて
用
ひ

ま
す
れ
ば
誠
に
結
構
な
も
の
で
ゐ
b
叉
闘
形
部
も
養
n
T
が
あ

.
b
，
ま
す
か
ら
之
れ
を
固
形
肥
料
ご
し
用
ふ
れ
ば
械
に
宜
し
い

の
で
あ
り
ま
す
が
運
賃
、
加
工
貨
の
関
係
上
経
済
的
に
行
〈

か
ぜ
う
か
未
だ
不
明
で
あ
り
ま
す
。
此
の
事
は
軍
に
東
京
市

ば
か
b
で
な
〈
人
口
が
増
加
・
し
ま
す
ご
ぜ
こ
の
都
曾
で
も
早

晩
起
る
問
題
で
ゐ
ち
ま
す
均
一
体
人
糞
尿
の
利
用
法
ご
し
ま

し
て
は
其
盛
用
ひ
る
ま
云
ふ
方
法
以
外
に
泥
炭
を
用
ひ
て
固

形
じ
ん
で
用
ひ
ま
す
ご
か
、
硫
酸
ア
ン
毛
=
ア
に
し
て
利
用

し
ま
す
さ
か
色
φ
な
方
法
が
ゐ
り
ま
す
が
、
複
雑
な
方
法
は

先
づ
経
梼
的
及
取
扱
上
到
底
悶
難
で
あ
b
、
同
形
人
糞
尿
を

作
る
の
は
誠
に
手
聴
て
漣
搬
取
扱
ひ
共
に
都
合
が
宜
し
い
の

で
ゐ
ち
ま
す
が
之
れ
は
泥
炭
が
廉
債
に
得
ら
れ
ま
せ
ん
芭
引

合
ひ
ま
せ
え
の
で
ゐ
b
ま
す
。
先
づ
大
体
都
曾
の
糞
尿
慮
理

法
さ
し
ま
し
で
は
東
京
市
の
様
に
擁
し

τし
ま
う
か
.
叉
は

大
部
分
は
大
き
な
タ
ン
ク
に
溜
め
て
を
い
て
農
家
に
つ
か
っ

て
も
ら
ひ
.
一
部
分
を
補
助
的
に
化
事
的
に
慮
理
す
る
さ
云

ふ
の
が
一
香
宜
し
い
の
で
あ
ち
ま
し
て
‘
全
部
を
化
事
的
に

慮
理
す
る
さ
云
ふ
事
は
到
底
成

V.し
な
い
の
で
ゐ
h
ま
す
。

兎
仁
角
に
右
の
際
に
二
つ
の
関
係
か
ら
人
糞
尿
の
使
用
は
多

少
減
少
し
は
し
ま
い
か
さ
云
ふ
傾
向
に
在
b
ま
ず
か
ら
到
底

人
糞
尿
の
み
を
以
て
窓
棄
の
需
要
を
永
〈
充
た
す
る
事
は
出

来
な
い
の
で
あ
ち
ま
す
。

厩
肥
、

堆

月巴

厩
肥
は
吾
が
園
で
は
家
畜
の
飼
育
が
少
い
の
で
ゐ
ち
ま
ず
か

ら
目
下
で
は
大
し
柁
事
は
ゐ
り
ま
せ
ん
。
勝
来
畜
産
が
盛
に

な
b
O仇
す
れ
ば
此
生
産
も
自
然
増
加
す
る
課
で
あ

b
ま
す
が

日
本
の
様
に
土
地
の
せ
ま
い
臓
で
畜
産
を
盛
に
し
た
慮
で
自

然
制
限
が
ゐ
ち
ま
す
。

堆
肥
は
主
ご
心
て
家
庭
の
排
棄
物
よ
り
出
来
る
の
で
あ
ち
ま

す
か
ら
間
接
に
人
口
さ
関
係
が
あ
り
ま
し
て
、
之
れ
も
急
に

増
加
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。

大
豆
粕
其
の
他
粕
類

大
豆
粕
は
日
本
の
農
業
に
は
非
常
に
大
切
問
要
素
肥
料
で
ゐ

り
ま
才
。
内
地
の
生
産
も
年
額
奉
千
高
園
以
上
に
な
っ

τ居

り
ま
す
が
、
約
sa億
奉
千
高
圃
は
満
洲
よ
b
輸
入
し
て
居
る



の
で
あ
ち
ま
才
。
之
れ
は
畑
に
栽
培
す
る
の
で
ゐ

b
ま
す
か

ら
畑
が
増
さ
な
い
以
上
は
大
体
に
於

τ急
搬
な
増
加
は
出
来

な
い
の
で
あ

b
ま
す
。
其
他
の
築
種
柏
、
綿
貫
粕
審
に
就

τ'

も
全
壊
世
之
れ
を
念
に
増
加
き
す
る
は
む
つ
か
し
い
の
で
ゐ

b
ま
す
。

硫
酸
ア
ン
モ

一
女

硫
酸
ア
ン
モ

a

ア
は
主
ご
し

τ石
炭
瓦
斯
製
造
り
際
に
得
ら

る
も
副
産
物
で
あ
h
ま

L
て
.
こ
の
生
産
は
瓦
婿
工
業
の
接

展
に
供
ふ
の
で
あ
与
ま
す
。
最
近
の
調
査
に
依

h
ま
す
さ
吾

が
阻
に
於
て
輪

A
し
た
額
が
千
九
百
ヘ
拾
高
岡
約
武
千
高
固

で
あ

J
ま

L
て
、
内
地
で
生
産
し
た
量
が
武
千
高
閣
徐
に
め

た
っ
て
居
り
ま
す
勺
吾
が
聞
に
於
き
志
し

τも
瓦
斯
工
業
は

年
・
ご
共
に
畿
遣
し
て
奉
り
ま
ず
か
ら
胎
生
産
は
増
加
は
毅

L

ま
す
が
而
し
世
界
に
於
ゆ
る
主
産
地
は
英
圃
を
筆
頭
ご
し
て

亜
米
利
加
が
之
れ
に
次
で
居
hv
ま
す
冷
戦
前
に
は
縄
逸
も
英

国
の
産
額
を
凌
駕
せ

4
さ
す
る
勢
で
ゐ

b
ま
ん
た
。
硫
酸
ア

v
f

毛
-
一
ア
は
人
糞
尿
よ

b
も
ご
れ
ま
す
し
又
後
に
御
話
し

L

去
す
慮
の
石
灰
窒
素
セ
加
工
し
て
も
略
家
ま
す
が
何
Z
云
合

て
も
瓦
斯
工
業
の
副
産
物
が
主
で
ゐ
ら
ま
ず
か
ら
.
之
れ
が

・

念
刷
な
捷
遣
を
し
な
い
以
上
其
産
額
を
念
に
増
す
誇
に
は
aa

四

ら
向
の
で
あ
り
ま
す
。

智

利

硝

石

智
刺
硝
石
は
南
米
智
剰
に
自
然
に
存
在
し
て
居
り
ま
す
慮
の

積
石
を
精
製
じ
で
製
造
し
た
も
の
で
.
成
品
万
は
硝
酸
曹
達
で

ゐ
b
ま
す
。
南
米
智
刺
地
方
に
は
此
貴
重
な
る
礎
石
が
質
に

庚
大
な
る
面
積
に
存
在
し
て
居
hvま

し
て
、
其
楓
産
額
の
如

き
は
元
よ
ち
地
中
の
事
で
ゐ
り
ま
か
ら
計
算
の
し
方
に
依

h
ま

L
工
非
常
な
相
違
が
あ
り
ま
す
が
‘
最
も
悲
観
的
ψ
計

算
に
依
り
ま
す
ま
現
時
の
世
界
の
消
費
量
て
靖
げ
る
な
ら
ば

後
情
年
位
て
消
耗
す
る
ず
・
回
申
し
て
居
b
.
最
も
禦
間
的
ド
計

算
し
た
も
の
で
は
偶
九
百
年
以
主
は
大
丈
夫
だ
C
申
し
て
居

b
ま
す
が
何
れ
に

L
設
し
て
も
之
れ
は
早
晩
消
耗
す
る
か
又

は
少
〈
さ
も
品
梯
底
に
な
の
ま

Lτ
、
債
格
が
騰
貴
し

τ行

〈
の
は
ま
白
か
れ
な
い
の
で
ゐ
り
ま
す
。
現
に
智
利
硝
石
接

見
の
書
時
に
参
ιは
掘
採
商
は
年
ご
共
に
非
常
に
増
加
し
ま

し
た
が
託
年
に
歪
り
ま
し
て
比
増
加
率
が
著
L

{
遁
威
し
ま

Lτ
、
従
つ
屯
債
格
が
非
常
に
高
(
な
つ
℃
寮
℃
居
h
v

ま

r。
全
世
界
の
智
利
硝
石
消
費
年
額
は
約
二
百
一
一
、
三
十
高

噸
で
あ
h
買
を
し
て
其
七
、
八
割
は
肥
料

E
L使
用
せ
ら
る
』

の
で
貨
に
外
圃
に
於
〈
は
最
も
貴
重
な
る
窒
素
肥
料
で
ゐ

b



ま
す
。
而
し
不
幸
に

L
て
吾
が
固
に
於
て
は
主
要
作
物
が
水

稿
で
あ
っ
て
、
而
も
水
回
収
は
硝
石
を
使
用
す
る
事
が
不
剰

で
あ
る
芭
云
J

関
係
記
、
畑
で
も
降
雨
の
多
い
場
合
に
は
飴

担
任
注
意
し
な
い
さ
挽
失
す
る
恐
れ
が
あ

h
ま
す
関
係
よ
り
し

て
今
迄
は
此
使
用
額
は
大
じ
た
も
の
守
は
な
か
っ
た
の
で
あ

b
ま
す
。
而
し
輸
事
ほ
婆
‘
競
楽
等
畑
作
に
は
非
常
に
良
い

肥
料
で
あ
り
ま
す
か
ら
.
段
、
冷
使
用
も
盛
に
な
う
て
飛
で
居

'

b
Jま
す
hu

大
正
元
年
に
輸
入
せ
し
硝
者
は
武
百
前
向
聞
大
正
七

年
に
は
島
県
千
費
百
高
国
除
九
年
仁
は
千
五
百
高
聞
近
〈
仁
な

っ
て
居

h-ま
す
。

右
撲
に
硝
石
は
五
口
が
闘
の
農
業
に
は
水
固
に
使
用
す
る
事
が

む
つ
か
し
い
関
係
上
非
常
に
使
用
簡
の
増
加
す
る
見
込
は
あ

h
ま
せ
ん
が
、
而

L
畑
作
に
は
出
来
る
官
り
増
加
さ
す
、
必
要

が
あ
h

リ
ま
す
。
而
も
此
給
椋
も
早
晩
な
く
な
る
わ
け
で
あ
り

ま
か
ら
之
れ
を
以
て
窒
素
問
題
が
解
決
し
た
ざ
云
ふ
事
は

4

出
来
ま
せ
九
。

伺
ほ
類
似
の
-
硝
石
が
同
度
，
蒙
古
、
北
米
地
方
に
多
少
あ
-bJ

S
寺
が
其
産
額
は
少
額
で
あ

b
智
L
て
、
窒
素
問
題
の
大
勢

に
は
除
・
9
関
係
な
い
の
で
あ

b
を
す
b

以
上
の
外
線
肥
.
石

友
、
窒
素
等
が
あ
り
ま
す
が
之
れ
は
援
も
に
通
ぶ
る
事
ざ
し

て
英
外
魚
肥
類
に
主
仇
し
て
も
骨
粉
に

L
ま
し
で
も
又
は
色

々
の
農
産
叉
は
工
産
製
造
麿
棄
物
に
し
ま
し
て
も
大
に
利
用
.

の
濯
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
.
業
産
額
は
鼠
限
が
γ

ゐ

h
ま
す
の
で
殆
ず
無
限
に
必
要
で
あ
る
所
的
空
素
の
需
要

を
充
た
す
に
は
足
ら
ん
の
で
あ

b
ま
す
。

之
を
要
す
る
仁
以
上
述
べ
た
の
は
ほ
え
の
中
止
な
る
窒
素
の
給

源
の
敷
和
仁
就
て
越
吋
た
の
で
あ
ち
ま
す
付
れ
ぜ
も
・
何
れ

も
其
肥
勤
を
高
め
誕
生
産
を
増
加
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ん
の
は

勿
論
で
あ
り
ま
す
が
‘
共
生
産
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
故

k

之
れ
を
念
激
に
而
し
マ
無
限
に
増
加
し
て
行
〈
事
は
由
来
ま

せ
ん
か
ち
‘
窒
素
@
供
給
に
就
て
は
他
に
も
つ
ご
無
限
性
を

も
っ

τ居
る
方
面
位
桝
究
の
歩
を
準
め
る
必
要
が
起
っ
て
来

る
の
で
あ
ち
ま
す
。

空
中
室
長
利
用
問
題

以
上
の
様
に
従
来
既
忙
使
用
て
来
た
材
料
を
以

τιτ
は

何
れ
を
以
て
七
て
も
非
常
な
勢
佐
以
て
増
加
し
て
軒
{
可
き

窒
棄
の
需
要
を
荒
舟
充
允
し
得
な
い
さ
云
ふ
事

I
b
し
て
、

宰
中
窒
素
の
利
用
問
題
さ
去

山事
が
起
つ

τ来
た
の
で
あ
h
y

ま
す
。
御
承
知
の
如
〈
惇
Z
束
中
抗
政
容
積
仁

L
ま
し
吃
約
A

割
の
窒
素
が
あ
t
q
ま
す
。
空
気
は
全
地
球
を
闇
緯
し
て
至
る

慮
に
存
在
し
て
居
色
の
み
な
も
や
、
高
き
数
十
哩
に
至
る
ま

Z二

五



で
存
在

Lτ
居
る
の
で
め
り
ま
す
か
ら
其
中
の
窒
素
の
量
は

賓
に
莫
大
な
も
の
で
ア
ド
ル
フ
.
フ

-
Y
V

グ
氏
の
計
算
に
依

-b
ま
す
ご
一
へ
タ
タ

1
(約
一
町
む
の
地
面
の
上
に
は
賞
仁

七
九

0
0
0噸
即
も
ニ
千
百
三
十
三
車
貫
の
富
一
素
が
ゐ
る
の

で
あ
b
ま
し
て
試
に
窒
素
一
貫
目
を
参
困
ご
し
ま
す
言
、
一

町
歩
の
地
面
の
上
に
は
六
千
奉
百
先
拾
九
高
聞
の
富
一
素
が
あ

る
こ
さ
に
な
り
ま
す
O

R
雪
地
球
の
面
積
は
五
百
拾
億
高
へ
グ

タ
ー
で
あ

b
ま
す
か
ら
其
上
に
あ
る
窒
素
は
四
兆
二
百
九
十

億
高
噸
で
ゐ

b
ま
し
て
、
之
れ
が
肥
料
ご
し
て
利
用
が
出
来

れ
ば
如
何
に
念
劇
に
宰
一
素
の
需
要
が
増
加
し
ま
し
で
も
殆
ざ

無
限
に
供
給
が
出
来
る
事
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
無

限
に
あ
る
窒
素
も
普
通
作
物
は
会
〈
利
用
出
家
ま
せ
ん
の
で

只

r萱
料
の
作
物
芭
土
壌
中
の
窒
素
菌
ご
蒋
す
る
細
菌
が
僅

か
に
之
れ
を
利
用
し
て
居
る
に
渇
ん
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
之
れ
を
化
事
的
の
カ
で
う
ま
〈
刺
問
し
懐
古
考
へ
ま
し
℃

、
未
だ
完
全
な
方
法
は
あ
h
p
ま
せ
ん
が
兎
に
角
に
工
業
さ
し
て

成
立
し
た
も
の
が
二
三
出
来
た
の
で
あ
b
ま
す
。
以
下
に
少

し
く
之
に
就
て
御
括
し
し

τ見
様
ご
思
ひ
ま
す
。

萱
科
植
物
に
依
る

空
中
窒
素
の
利
用

一
占

An

苦
し
か
ら
萱
頼
を
作
る
に
は
肥
料
は
必
要
な
い
ご
云
は
れ

τ

屑
り
ま
す
が
之
れ
は
厳
格
に
申
し
ま
す
ご
挟
つ

τ居
b
ま
す

が
大
体
に
於

τ正
鵠
を
得
た
言
で
ゐ

b
ま
す
ο
即
ち
相
富
に

大
き
〈
な
っ
た
草
科
植
物
仁
は
根
に
根
癌
E
稽
す
る
も
の
が

出
来
ま
す
。
こ
の
根
癌
に
は
根
癌
薗
が
共
生
し
て
居
り
ま
し

て
、
此
細
菌
の
カ
に
依
b
ま
し
-
空
中
富
一
素

k
利
用
し
ま
ず

か
ら
一
豆
類
は
根
癌
の
出
来
る
ま
で
に
必
要
な
少
量
の
窒
素
吉

燐
酸
、
加
里
を
輿
へ
き
へ
す
れ
ば
後
は
窒
素
肥
料
令
使
用
し

な
〈

τも
よ
〈
成
長
す
る
の
で
あ

h
ま
す
。
豆
類
の
刺
用
す

る
窒
素
の
量
は
其
輔
類
、
土
性
、
気
候
仁
依
り
て
相
違
し
ま

す
が
卒
均
一
反
歩
に
付
き
ル

1
ピ

Y
四
、
お
貰
.
紫
雲
英

同‘

O
賞
、
首
荷
四
、
三
賞
、
賞
一
良
一
一
、
七
貫
、
鴎
豆
二
、

七
質
、
大
一
旦
ニ
貫
目
で

b
b
ま
す
。

以
上
の
宣
科
植
物
の
根
癌
細
菌
を
人
工
的
に
培
養
し
-
精
子

に
つ
付
叉
は
土
焼
に
加
へ
た
な
を
ば
大
に
豆
類
の
産
額
が
増

し
、
従
っ
て
空
中
よ
り
駿
股
す
る
窒
素
量
も
増
加
す
る

rら

う
ご
云
ふ
考
へ
よ

b
L
T
色
々
研
究
せ
ら
れ
ま
し

τ、
-
一
ト

ラ
ギ

ν
ご
か
で
1
毛
タ
ヤ

1
4
E
か
色
.
々
の
ち
の
が
作
ら
れ

ま
し
た
が
、
始
め
て
豆
を
栽
培
す
る
さ
云
ふ
様
な
場
合
、
叉

は
新
し
き
穂
類
の
萱
科
縞
物
を
栽
培
す
る
風
合
E
云

ベ様
な

場
合
の
外
は
大
抵
の
土
地
に
細
菌
は
既
に
充
分
存
在
し
て
居



る
か
ら
し
て
其
生
活
を
暁
な
ら

ιむ
る
結
局
め
に
耕
作
を
よ
く

す
る
ま
か
.
石
灰
を
適
量
じ
ゃ
a

さ
か
す
れ
ば
克
妙
で
あ
る

£
云
必
事
に
な
っ
て
屑
り
ま
す
。
新
輔
の
栽
培
.
肥
培
法
の

改
良
に
依
h
多
少
の
生
産
は
増
加

L
詮
し
ゃ
う
が
、
豆
類
に

依
る
空
中
窒
素
の
利
用
額
は
、
多
き
は
四
貫
少
き
は
こ
貫
£

其
の
凡
そ
ご
一
升
の
一
一
か
根
株
の
中
に
残
る
の
で
其
量
は
除

b

大
き
〈
は
あ
り
ま
せ
ん
、
が
事
情
の
許
す
限
b
奨
踊
す
可
き

で
あ
り
ま
す
。
現
時
吾
が
聞
に
於
り
る
緑
肥
の
使
用
額
は
先

き
仁
申
し
ま

L
た
様
じ
年
額
五
手
審
百
高
固
に
遣
し

τ居
b

ま
し

τ、
之
れ
は
・
逐
次
増
加
し
つ
』
あ

b
ま
す
が
倫
ほ
出
来

る

rけ
此
栽
培
面
積
を
増
加
L
、
肥
培
の
方
法
、
種
類
の
撰

揮
に
就
て
研
究
す
あ
は
農
家
ご

L
て
空
中
空
素
利
用
上
最
も

適
嘗
な
る
仕
事
さ
信
今
る
の
で
あ
り
ま
す
。

窒
素
繭
に
依
る

空
中
窒
素
の
利
用

土
壌
中
に
は
窒
素
菌
ご
耕
す
る
ご
輔
の
細
菌
が
生
存
し
て
居

b
ま

Lτ.
之
れ
が
安
中
窒
素
を
殴
牧
し
ま
し

τ土
壌

ω窒

豪
を
増
加
す
る
働
き
を
持

τ居
ち
ま
す
。
其
れ
故
に
之
れ
を

取
b
出
し
人
工
的
に
培
養
し

τ.
土
壌
に
加
へ
た
な
ら
ば
其

カ
が
大
に
培
す
る
化
ら
う
ご
云
も
考
へ
か
ら
色
φ
の
色
の
が

製
造
せ
ら
れ
た
の
で
あ

b
ま
す
が
、
其
効
果
は
大
し
た
事
は

な
か
っ
た
の
で
ゐ

b
ま
す
。
叉
宵
験
に
依
b
ま
す
さ
窒
素
菌

に
依
ろ
窒
素
m
v
利
用
額
は
飴
b
大
し
た
事
は
な
い
さ
云
に
一事

に
な
っ
立
居
骨
ま
す
が
.
よ
〈
耕
作
し
て
通
常
の
有
機
物
や

石
友
を
興
へ
て
此
働
を
出
来
る

rり
よ
〈
ア

る
の
ほ
、
農
家

芭

L
て
是
非
ご
も
賓
行
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
b
ま

す
。

化
撃
的
方
法
に
依
る

空
中
窒
素
の
利
用

萱
科
楠
物
や
細
菌
に
依
る
空
中
竃
素
の
利
用
は
元
よ
b
結
構

で
あ
ち
ま
す
が
、
何
分
大
な
る
面
積
ご
長
時
間
を
裏

L
ま
す

か
ら
.
何
か
化
串
的
方
法
を
以
て
小
規
棋
で
短
時
間
に
多
量

の
生
中
盤
素
を
剰
用
す
る
方
法
は
な
レ
か
吉
云
ふ
の
で
色
々

研
究
せ
ら
れ
た
結
果
以
下
に
御
話
し
し
ま
す
撲
な
二
三
の
方

法
が
現
時
質
際
工
業
さ
し
て
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
ゐ

b

$
丘
9
0

石

双

窒

素

一
八
九
五
年
即
も
+
よ
り
凡
二
十
五
年
前
に
.
血
相
a
A
フ
ラ
v
f

h
v
及
カ
ロ

1
爾
氏
は
ヵ

1
J
P
4
ド
を
電
気
で
八

Q
O
l

一O

七



。
。
度
熟
し

τを
き
ま
し
て
、
之
れ
に
酸
素
を
取
っ
柁
窓
棄

を
通
じ
ま
す
ご
次
式
の
機
に
石
荻
窪
索
の
出
来
る
事
を
接
見

し
た
の
で
あ
ち
ま
す

m
窒
素
は
鞭
体
空
気
の
燕
館
又
は
銅
製

困
筒
に
依
り
酸
素
を
取
っ
た
空
気
を
用
'
H
V

《

ds
の
凶
+
出
回

H
C
'
合
同
同
+
杓

製
品
に
は
炭
末
.
石
訳
、
ヵ
ー
バ

4
J
F
を
も
爽
雑
し
て
居
b

ま
し

τ、
大
凡
二

O
L二
二
%
の
窒
素
eg合
ん
で
居
り
ま
す

が
ル
チ
エ
ク
ス
民
は
カ
ー
バ
イ
ド
に
一
一
樹
乃
至
二
割
の
瞳
化

石
灰
を
混
じ
て
熱
し
ま
す
さ
温
度
が
齢
軽
低
〈
て
も
製
造
が

出
来
る
さ
云
ふ
事
を
後
見
し
ま
し
た
。
此
方
法
で
出
来
た
の

は
前
の
さ
大
岡
少
異
で
あ
b
ま
す
が
、
瞳
化
石
友
の
あ
る

r

w成
分
は
少
〈
窒
素
は
一
一
ー
一
五
平
均
一
豆
、
五
%
で
あ

L
V
ま
す
。
叉
原
料
に
カ
ー
バ
イ
ド
を
用
。
な
い
で
ヨ

1
タ
ス

石
炭
よ
ち
す
る
も
の
も
あ

b
ま
す
が
、
出
来
た
も
の
冶
主
成

舟
は
全
様
で
あ
ち
ま
す
。
此
等
の
石
灰
窒
素
は
土
域
中
で
は

舟
解
し
ま
し
て
ア
ン
毛
ユ
ヤ
に
な
り
ま
す
か
ら
効
能
顕
著
な

肥
料
で
ゐ

b
ま
す
が
.
多
量
の
生
石
友
を
合
む
潟
め
に
ア
ル

ヵ
，

1
性
の
強
い
事
吉
、
水
に
ふ
れ
る
さ
有
害
瓦
斯
を
闘
す

事

ε又
場
合
に
依
り
ま
す
芭
有
害
の
形
も
に
襲
化
す
る
錫
め

に
使
用
法
宜
し
き
を
得
な
い
ー
さ
大
な
る
失
敗
ぜ
招

t
t云
ふ

欠
匙
が
め
り
ま
す
が
‘
少
し
注
意
す
れ
ば
草
花
支
な
h
t

肥
料
で

実

あ
ち
ま
す
。
叉
之
れ
を
加
盤
の
下
に
水
務
集
に
閤
れ
ヨ
せ
ま

す
ご
ア
シ

屯
旦
ヤ
を
接
生

L
・
之
れ
を
硫
酸
に
既
牧
さ
せ
'ま・

す
ま
硫
酸
ア
ン
毛
-
一
ア
に
な
b
ま
す
か
ら
現
時
は
多
〈
は
硫

酸
ア
Y

屯
孟
ア
に
銭
形
じ
で
居
り
ま
す
。

石
荻
窒
素
の
製
造
に
は
電
力
を
要
し
ま
す
か
ら
.
電
気
の
廉

い
慮
で
な
い
さ
引
合
は
九
の
で
あ

:3。北
米
合
衆
圃
の

テ
イ
ア
ガ
ク
の
海
布
を
刺
用
し
て
強
大
な
電
カ
を
起
し
'
L

之

れ
を
製
趨
を
し
て
慮
り
ま
守
、
叉
日
本
で
も
熊
本
鯨
三
俣
.

北
海
道
の
普
子
前
に
裂
遺
し
て
居
b
ま
す
c
石
灰
窒
素
の
製

造
額
は
現
時
で
は
ま

r非
常
に
多
く
は
ゐ
0
ま
せ
ん
が
他
仁

よ
b
良
き
空
中
窒
素
剰
用
法
の
出
な
い
以
上
は
益
々
盛
に
な

る
可
き
も
の
さ
思
ひ
ま
す
。

硝

酸

石

茨

一
九

O
二
年
A
ー
か
ら
凡
そ
二
O
年
前
に
プ
ラ
ド

ν
4
氏
及
-
フ

パ
タ
ヨ
イ
民
等
は
、
電
気
弧
燈
に
空
気
を
通
じ
ま
し
て
空
気

中
の
窒
素
ご
酸
素
を
結
合
せ
し
め
、
之
れ
を
水
に
殴
牧
き
せ

ま
し
て
硝
酸
を
作
り
、
之
れ
を
曹
達
に
駿
牧
せ
し
め
て
硝
酸

曹
惑
を
作
h
ま
し
柁
が
経
費
が
多
〈
か
』

b
て
失
敗
し
た
の

で
あ
ち
ま
す
。
後
ピ
b
F

ゲ
ラ

γ
ド
氏
及
ア
イ
デ
氏
も
大
体
同

様
仁
F

Y

へ
1
に
於
T
硝
酸
石
友
の
製
造
を
始
め
ま
し
て
現



に
行
つ

τ市
場
に
製
品
を
出
し
て
居
る
の
で
ゐ
り
ま
す
。
其

践
の
襲
化
は
大
体
次
の
様
で
ゐ
h
v
ま
す
0

3
+
S
H
包
C
l
l
(
H
)

凶一
z
c
d
T
C闘

H
ω
Z
C
N
I
-
-
(
m
w
)

凶一
Z
O凶
+
回
目
。

H

出
回
。
剖
+
出
回
O
M
-
-
m
s

ω出
回
C
M
H
出
回
O
白
+
凶
図
。

+

国
M
O
l
l
(
AC

日
出
Z
0
2
F
A
M
)伺
H
U
P
(
封
。
曲
一
回
+
出
回
。
+
宍
)
凶

1
3
v

始
め
空
気
は

ω式
の
如
〈
酸
化
窒
素
E
な
b
.
此
の
酸
化
窒

素
を
合
有
ゼ
る
空
気
を
酸
化
室
に
導
き
ま
し
て
夏
ら
に
酸
化

し
ま
す
ご
∞
式
の
様
比
二
酸
化
窒
素
に
な
り
ま
す
。
比
二
酸

化
窒
棄
を
水
の
出
て
居
る
室
に
導
き
ま
す
ご
め
式
の
様
に
硝

酸
ご
亜
硝
酸
に
か
は
ち
ま
す
。
此
の
水
の
作
用
す
る
室
は
幾

つ
も
ゐ
b
ま
し
て
作
用
を
完
全
に
す
る
撲
に
な
っ

τ居
b
ま

ナ
哩
。
右
の
様
に
し
て
、
爽
雑
し

τ来
る
亜
硝
酸
は
不
安
定
で
あ

h

ま
ず
か
ら
山
内
式
の
援
に
備
酸
Z
酸
化
窒
素
に
分
解
し
ま
す
。

最
後
の
水
の
出
る
室
を
出
た
無
体
に
は
筒
ほ
酸
化
窒
素
が
め

・
り
ま
す
か
ら
之
れ
叫
石
友
札
.
苛
性
曹
達
.
炭
酸
曹
達
等
仁

作
用
さ
せ
だ
硝
酸
塩
に
す
る
の
で
ゐ

h
ま
す
o
右
の
援
に

L

J

も
出
来
ま
し
た
備
酸
は
.
炭
酸
石
原
を
作
期
さ
せ
燕
畿
も
ま

.
す

ε硝
峨
石
灰

Z
な
h
v
ま
す
。

以
上
の
製
捺
仁
用
ふ
る
電
舗
に
は
一
ヒ
ル
ケ
ラ
シ
ド
ア
4
Aア

電
姐
.
ニ
バ
ク
9
シ
グ
電
盛
、
三
h
v
s
y
h
p
電
蝿
等
が
ゐ

r

t

f

k

 

b
ま
す
が
こ
』
で
は
詳
細
の
設
明
は
省
略
し
て
を
き
ま
す
。

以
上
の
様
に

L
て
出
来
花
硝
酸
石
友
は
白
色
の
間
体
で
ゐ
・
り

ま
す
・
が
非
常
に
既
調
性
で
、
空
気
中
て
自
然
に
潮
解
す
る
ご

云
為
欠
勤
が
ゐ
り
ま
ず
か
ら
、
之
れ
に
石
友
を
加
A
h

て
彊
基

性
硝
酸
石
灰
を
製
造
し
ま
す
。
前
者
は
窒
素
二
一
.
六

l
一

一
ロ
・
ニ
.
後
者
は
八
、
四

l
一
O
、
六
一%
を
合
A
-C
居
り
ま

し
て
、
非
常
に
良
〈
梯
仁
・
熔

η
且
つ
作
物
に
既
牧
利
用
さ
れ

易
い
硝
酸
が
主
成
婚
で
あ
る
ま
才
か
ら
良
い
肥
料
で
あ
b
ま

す
が
、
日
本
で
は
智
利
硝
石
志
会
様
に
水
田
民
は
不
通
嘗
で

b
bま
す
。

備
は
空
中
窒
素
を
剥
用
し
て
硝
酸
を
作
る
方
法
政
顕
h
H

ゐ
b

ま
す
が
今
は
省
い
す
を
き
ま
す
。

室
化
ア
ケ
ー
ニ
ウ
ム

本
れ
は
セ

'Y
ぺ
ツ
タ
氏
の
法
で
ゐ

b
ま

L
て
、
酸
化
ア
U
F

ミ

品
ク
ム
ま
決
末
を
強
熱
し
ま
し

τ、
昼
中
窒
素
を
体
用
し
て

作
る
方
法
で
あ
b
ま
み
，
。

凡
戸

6
0副
+
制
円
山

T
岡
崎
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H
ω
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-z
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M
N
h
v
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岡
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日
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崎
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此
室
化
ア
ル
ミ
-
一
ク
4

は
稀
薄
ソ
ー
ダ
液
で
R
T
解
し
ま
す
と

ア
シ
毛
=
ャ
に
な
り
ま

L
て
.
・
之
れ
よ
ち
硝
砲
や
硫
酸
ナ

y

毛
-
一
帯
の
製
縫
も
出
家
主
唱
す
し
叉
同
時
に
出
来
る
水
酸
化
ア

ル
ミ
エ
ク
ム
は
金
属
ア
U
F

ミ
ユ
ク
ム
製
造
の
原
料
に
な
り
ま

す
か
ら
、
之
れ
は
一
畢
南
得
の
方
誌
で
ゐ
・
り
ま
す
。
只
だ
此

酸
化
ア
ル
ミ
且
ク
4

は
ポ

1
キ

サ

4
2冨
ム
積
石
を
用
ひ
ま

寸
の
で
.
之
れ
は
印
度
の
様
な
熱
帯
地
方
の
特
産
物
・で
あ
り

ま
し
て
.
日
本
に
は
ま
だ
見
付
り
ら
れ
て
居
b
ま
せ
ん
か
ら

日
本
で
此
事
業
を
や
る
さ
な
ち
ま
I
E
原
料
問
題
で
困
難
が

生
十
る
の
で
ゐ
;
手
心

一
ー
パ
l
氏
法

ケ
1

d

l
氏
は
空
気
を
液
体
に
し
ま

L
て
.
恭
傭
怯
に
依
φ

f
宰
一素
だ
り
を
取
り
出
し
ま

ιて
.
之
れ
に
水
素
ハ
電
解
水

素
父
は
水
素
瓦
斯
V

を
混
じ
ま
し

τ
一
五

υ
!
二
五
O
気回惜

の
下
で
金
困
ヲ
只
ミ
ク
ム
、
ク
ラ
品
ク
4

又
は
織
の
粉
米
h
z

五
む
勺
皮
に
熱
し
、
其
上
に
混
合
瓦
斯
を
通
じ
ま
L
て
ア
ン

屯
品
ヤ
を
作

。
の
で
ゐ
b
止
す
。
出
来
ま
し
た
ア
ン
毛
品
ア

は
硝
酸
に
も
な
り
硫
酸
ア
ン
モ
品
ヤ
に
も
な
り
ま
ず
か
ら
、

工
業
的
に
も
肥
料
に
い勺
利
用
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
o
日
本

で
6
此
方
法
は
・
瞳
討
し
ゃ
う
さ
云
J
h

計
査
が
あ
b
ま
す
。

因。

以
上
種
φ
の
化
事
的
方
法
に
依
る
空
中
窒
棄
の
利
用
法
は
何

れ
も
相
嘗
の
経
費
が
人
用
で
あ
b
ま
し
て
、
従
っ
て
製
品
は

従
来
の
智
利
時
明
石
、
硫
安
に
比
し
て
廉
債
の
事
は
な
い
の
で

漸
{
之
等
さ
や
弘
樹
抗
し
得
る
位
の
程
度
で
ゐ
ち
ま
す
。
何

ほ
麗
ら
に
改
良
を
し
叉
は
よ
り
蕃
き
方
法
を
案
出

t
る
の
必

要
が
あ
る
の
で
ゐ
り
ま
す
。

ラ
ス
ト
ワ
ー
ル
ド
氏
法

之
れ
は
濁
乙
の
ヲ
ス
咋
由y
pド
民
の
接
見
に
な
っ
た
方
法
で

あ
り
ま
し
て
主
ご
し
℃

A
1
・H
1
法
叉
は
石
灰
窒
素
よ
b
製

造

L
た
ア
シ
毛
エ
ヤ
に
空
気
を
混
じ
ま
し
て
熟
し
た
白
金
板

E
K導
き
ま
し
て
硝
酸
に
す
る
方
捨
て
t

の
り
ま
し

τ、
戦
時

湖
乙
が
智
刺
硝
石
の
輸
入
杜
絶
せ
る
に
拘
ば
ち
ゃ
，
よ
〈
多
量

の
硝
酸
を
作
h
ま
し
・て
火
柴
の
原
料
に
な

ι得
た
の
は
空
気

窒
素
利
用
さ
此
硝
融
法
の
御
蔭
て
あ
L
リ
ま
す
。

之
れ
を
饗
す
る
民
品、
私
ほ
農
業
上
空
素
問
題
が
如
何
に
重
大

で
ゐ
る
か
之
れ
を
解
決
す
る
は
は
空
中
盤
棄
の
利
用
主
り
他

に
徹
底
的
の
良
法
は
な
い
さ
云
ふ
事
.
夏
ら
に
空
中
窒
素
め

利
用
法
さ
七
て
-は
農
家
さ
む
で
は
事
情
の
許
す
隈
ち
緑
肥
り

栽
培
脂
肪
用
に
留
意
す
可
き
事
、
夏
ち
に
現
時
工
業
界
に
於
で

如
何
な
る
方
法
に
依
ち
宅
空
中
室
棄
を
利
用

L
「
居
る
か
の



四

大
体
を
遮
吋
て
、
英
れ
が
多
少
の
光
明
を
得

τ居
る
さ
云
ふ

事
を
御
披
露
申
上
げ
た
次
第
で
あ

h
ま
す
c

態
、
に
あ
た
り
ま
し

τ、
右
工
業
的
方
法
に
う
き
↑
定
量
の

窒
素
固
定
に
必
要
な
電
力
を
比
叡

Lτ
見
ま
す
芭
次
の
様
市

あ
り
ま
す
。

ヒ
ル
ケ
タ
シ
ド
ア

4
ダ
方
法

に
て
は
一
一
噸
の
窒
素
に
つ
き
一

Q
l
一
二
、
五
年
馬
力

石

友

窒

素

法

に

て

は

金

二

、

五

年

馬

カ

ハ

1
バ

1
方

法

に

て

は

全

O
、
二
年
馬
力

故
に
電
力
よ

b
云
へ
ば

A
1
W
1方
鵠
は
最
も
よ
い
の
で
す

が
原
料
が
高
値
な
る
事
芭
特
棺
技
術
装
置
を
要
す
る
の
欠
勤

が
ゐ

b
ま
す
Q

ピ
ル
グ
ラ
ン
ド
方
怯
は
電
力
大
な
れ
ど
も
原
料
は
豊
富
な
れ

ば
電
力
多
き
地
方
に
は
宜
し
い
方
怯
ゼ
ゐ
り
ま
す
。

石
灰
堅
議
は
中
位
に
ゐ
ち
ま
す
。

セ
申
F

ペ
ヅ
グ
氏
方
法
は
窒
素
固
定
法
芭
し
℃
は
賞
用
的
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ア
ル
ミ
Z

ヲ
ム
製
造
の
副
業
芭
し
て
は
面
白

い
方
法
て
あ

b
ま
す
か
ら
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
を
得
ら
る
h

地
方

に
て
は
面
白
い
方
法
で
ゐ

b
ま
す
u

， 


